
令和７年３月２１日

文化審議会の答申（登録有形文化財（建造物）の登録）

１．今回答申された登録有形文化財（建造物）の概要 

新規登録 累 計 

登 録 件 数 １３５ １４，５６７ 

関係都道府県数 ３０ ４７ 

関係市町村(区)数 ５０ １，０３２ 

○時 代 別 （件） 

江戸以前 明 治 大 正 

昭 和 

計 
前期 

(S元～

S20) 

中期 

(S21～

S40) 

後期 

(S41～

S64) 

新規登録 ３７ ３１ １６ ３０ １７ ４ １３５ 

累 計 ２，６１９ ４，５５４ ２，９３９ ３，７１１ ６６８ ７６ １４，５６７ 

○種 別 （件） 

産 業 

交通 
官公 

庁舎 
学校 

生活 

関連 

文化 

福祉 
住宅 宗教 

治山 

治水 
他 計 

1次 2次 3次 

新 規 0 9 15 1 1 1 1 7 58 42 0 0 135 

累 計 136 1,503 1,792 528 254 458 337 515 6,543 2,184 225 92 14,567 

（件） 

建 築 物 土木構造物 その他の工作物 計 

新規登録 １０３ ０ ３２ １３５ 

累 計 １１，５９８ ６７８ ２，２９１ １４，５６７ 

文化審議会（会長 島谷
しまたに

 弘幸
ひろゆき

）は、令和７年３月２１日（金）に開催され

た同審議会文化財分科会の審議・議決を経て、新たに１３５件の建造物を登

録するよう文部科学大臣に答申しました。 

この結果、官報告示を経て、登録有形文化財（建造物）は１４，５６７件

となる予定です。 
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今回の答申における主なもの 

① 大
おお

髙
たか

正人
ま さ と

による拡張可能な大規模美術館 

014 千葉県立美術館展示棟 千葉県千葉市 昭和49年／平成24年改修 

千葉港の臨港公園に位置する美術館。段差の

ない展示室群をグリッド状に配して拡張可能と

し、傾斜屋根と外壁の炻
せっ

器質
き し つ

タイル仕上で一体

にまとめる。中央の展示室は吹抜とし傾斜屋根

を軽快にみせる。大髙正人による美術館の秀作。 

② 丹下
た ん げ

健
けん

三
ぞう

の独創性を発揮した教会建築 

018 東京カテドラル聖マリア大聖堂 

東京都文京区 昭和39年／平成19年改修 

目白台に位置するカトリック教会の大聖堂。

８枚のＨＰシェルを立てかけた独創的な外観

で、内部は大理石の床と膨らみあるコンクリー

ト打放の壁で構成し、天頂部から柔らかな光が

注ぐ。建築家丹下健三の代表作の一つ。 

③ ステンドグラスの大天井が印象的な図書館

020 駒澤大学旧図書館（禅文化歴史博物館・耕
こう

雲館
うんかん

） 

東京都世田谷区 昭和3年／平成13年改修 

駒沢オリンピック公園の北側に広がる大学構

内に建つ旧図書館。設計は菅原
すがわら

榮蔵
えいぞう

。八角形ド

ームのステンドグラス天井など、フランクロイ

ド・ライト風の幾何学意匠を用い、外観を含め

自在なデザインが異彩を放つ。 

撮影：株式会社エスエス東京

提供：駒澤大学
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④ 大規模で壮麗な現役の水力発電施設

051 南向
みなかた

発電所本館 長野県中川村 昭和4年 

 天竜川上流域に位置する水力発電施設。大規

模な鉄筋コンクリート造の建屋で、半円アーチ

形の長大な縦長窓など壮麗で、細部まで丁寧な

つくり。天竜川水系の最初期水力発電施設で地

域のランドマークとして親しまれている。 

⑤ レリーフ作品で外壁を飾った独創的な美術館

076 京都府立堂本
どうもと

印象
いんしょう

美術館本館 京都府京都市 昭和41年／同40年代改修・同45年増築 

衣笠
きぬがさ

山
やま

東麓に位置し、日本画家堂本印象の作

品を収蔵展示する美術館。モダンな白色の外壁

を印象のデザインによるレリーフで飾った独

特な外観で、スロープで巡る展示室など内外と

もに印象の趣向を強く反映した美術館。 

⑥ 近代技術と伝統的意匠の融合を試みた経蔵

096 金剛
こんごう

峯寺
ぶ じ

六角経蔵 和歌山県高野町 昭和7年 

 金剛峯寺壇上
だんじょう

伽藍
が ら ん

の金堂南西に位置する経

蔵。鉄筋コンクリート造で、二重の六角円堂と

した珍しい形式。初層の手摺を押して縁を回転

させる。一階の校倉風壁体や軒廻りを木造とし、

近代技術と伝統的意匠を実現した経蔵。 
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⑦ 旧警察署庁舎を移築転用した事務所建築

113 イシネ事務機社屋（旧尾道警察署庁舎） 広島県尾道市 

明治 40 年／昭和 30 年移築、同 53 年改修 

かつて、市街地中央部に位置した、尾道警察

署庁舎を移築し、事務所として転用した建物。

木造2階建て寄棟造り桟瓦葺きで外壁に縦長の

上げ下げ窓を配す。洋風の外観が警察署庁舎の

面影を留め、地域の歴史を伝える貴重な遺構。 

⑧ 昭和初期の熱気を伝える小劇場

115 貞光
さだみつ

劇場 徳島県つるぎ町 昭和7年／昭和中期改修 

旧貞光町の中心部に位置するかつての芝居小

屋。切妻造り妻入りで、外壁を下見板張りとし

た洋風の外観で、正面に大きなアーチを開けて

入口とする。内部には廻り舞台や二階桟敷など

残し、往事の熱気を伝える小劇場。 

⑨ 坪井
つ ぼ い

善
よし

勝
かつ

が手がけた絶景に映える展望所 

126 弓
ゆみ

張
はり

岳
だけ

展望所 長崎県佐世保市 昭和40年／平成22年改修 

西海
さいかい

国立
こくりつ

公園
こうえん

指定十周年を記念し、佐世保湾

を望む丘に築いた展望所。海側に開けた反り屋

根を前方二点と後方一点で支える鉄筋コンクリ

ートＨＰシェル構造。自然景観にシャープな造

形が際立つ坪井善勝の小品。 

＜担当＞ 文化庁文化財第二課 電話：075-451-4111（代表） 

課 長 田中 禎彦 
課長補佐 上田 和輝 

登録部門 清永 洋平、市橋 弥生、髙山 珠由（内線 9755） 

審議会係 今村 結記、梶村 伊織（内線 9756）
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名
称

所
在

地
建

設
年

代
特

徴
等

種
別

種
別

基
準

1
ＪＲ

田
沢

湖
線

小
岩

井
駅

本
屋

岩
手

県
滝

沢
市

T
1
0
／

S
後

期
・
R
5

改
修

小
岩

井
農

場
の
南

方
に
位

置
し
、
農
場

の
玄

関
口

と
な
っ
た
駅

舎
。
官

鉄
（
か
ん
て
つ

）
の
標

準
設

計
平

面
と
ほ
ぼ
一

致
す

る
小

規
模

な
駅

舎
で
、
橋

場
軽

便
線

（
は
し
ば

け
い
べ

ん
せ

ん
）
開

業
当

時
の
賑

わ
い
を
今

に
伝

え
る
。
現

在
は
市

が
所

有
し
、
交

流
施

設
と
し
て
も
活

用
。

建
築

物
交

通
１

2
日

本
聖

公
会

土
浦

聖
バ
ル
ナ
バ
教

会
礼

拝
堂

茨
城

県
土

浦
市

S
5
／

H
1
3
改

修
土

浦
城

跡
の
西

に
位

置
す

る
教

会
の
礼

拝
堂

。
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造

の
壁

式
（
か
べ

し
き
）
構

造
で
、
四

角
平

面
に
八

角
屋

根
を
載

せ
た
鐘

楼
を
外

観
の

ア
ク
セ
ン
ト
と
す

る
礼

拝
堂

。
建

築
物

宗
教

１

3
江

原
本

家
上

毛
倉

庫
一

号
棟

S
2
4
／

H
2
改

修
建

築
物

産
業

3
次

１

4
江

原
本

家
上

毛
倉

庫
二

号
煉

瓦
棟

M
2
9
／

S
2
2
頃

・
H
2
・
H
2
1
改

修
建

築
物

産
業

3
次

２

5
江

原
本

家
上

毛
倉

庫
三

号
煉

瓦
棟

M
2
9
／

S
2
2
頃

・
H

元
・
同

3
0
改

修
建

築
物

産
業

3
次

２

6
江

原
本

家
上

毛
倉

庫
七

号
棟

S
2
5
／

H
元

改
修

建
築

物
産

業
3
次

１

7
旧

相
川

家
（
あ
い
か
わ
け
）
住

宅
旧

店
舗

E
後

期
／

S
中

期
改

修
建

築
物

住
宅

１

8
旧

相
川

家
住

宅
主

屋
天

保
8
（
1
8
3
7
）
／

S
3
3
頃

、
H
1
2
改

修
建

築
物

住
宅

１

9
旧

相
川

家
住

宅
土

蔵
天

保
1
5
（
1
8
4
4
）

建
築

物
住

宅
１

1
0

旧
相

川
家

住
宅

稲
荷

社
M
1
5

建
築

物
住

宅
１

1
1

旧
相

川
家

住
宅

表
門

及
び

塀
M
3
3

そ
の
他

工
作

物
住

宅
１

1
2

旧
相

川
家

住
宅

裏
門

及
び

塀
S
前

期
そ
の
他

工
作

物
住

宅
１

1
3

旧
山

﨑
家

住
宅

（
油

長
）
内

蔵
埼

玉
県

越
谷

市
E
後

期
／

H
2
7
移

築
越

ヶ
谷

宿
中

心
部

に
移

築
し
た
か
つ
て
の
肥

料
商

の
家

財
蔵

。
内

部
は
各

階
一

室
で
、
小

屋
は
束

立
ち
の
和

小
屋

と
す

る
。
窓

に
掛

子
塗

（
か
け
ご
ぬ

り
）

扉
を
付

し
小

規
模

な
が
ら
重

厚
な
土
蔵

。
現

在
は
市

の
地

域
交

流
拠

点
と
し
て
活

用
。

建
築

物
住

宅
２

1
4

千
葉

県
立

美
術

館
展

示
棟

千
葉

県
千

葉
市

S
4
9
／

H
2
4
改

修
千

葉
港

中
央

地
区

に
位

置
す

る
美
術

館
。
設

計
は
大

髙
建

築
設

計
事

務
所

。
傾

斜
屋

根
と
外

壁
炻

器
質

（
せ

っ
き
し
つ

）
タ
イ
ル
を
用

い
て
、
外

観
に
ま
と

ま
り
を
み

せ
る
。
大

髙
正

人
に
よ
る
初

期
の
美

術
館

の
秀

作
。

建
築

物
文

化
福

祉
２

1
5

新
潮

社
本

館
S
3
2
／

S
4
1
増

築
、

H
4
改

修
建

築
物

産
業

3
次

２

1
6

新
潮

社
倉

庫
S
3
4
／

S
4
1
増

築
建

築
物

産
業

3
次

２

1
7

池
田

家
住

宅
主

屋
T
4
頃

／
T
1
0
・
S
1
0

増
築

目
白

通
り
北

側
の
住

宅
地

に
位

置
す
る
元

鉄
道

監
察

官
の
住

宅
主

屋
。
座

敷
は
床

脇
に
天

袋
・
地

袋
を
備

え
、
床

柱
に
鉄

刀
木

（
た
が
や

さ
ん
）
を
用

い
る

な
ど
材

料
吟

味
し
、
上

質
な
近

代
和
風

の
住

宅
。

建
築

物
住

宅
２

1
8

東
京

カ
テ
ド
ラ
ル
聖

マ
リ
ア
大

聖
堂

S
3
9
／

H
1
9
年

改
修

建
築

物
宗

教
２

1
9

東
京

カ
テ
ド
ラ
ル
鐘

塔
S
3
9

建
築

物
宗

教
２

2
0

駒
澤

大
学

旧
図

書
館

（
禅

文
化

歴
史

博
物

館
・

耕
雲

館
）

東
京

都
世

田
谷

区
S
3
／

H
1
3
改

修
駒

沢
大

学
内

に
建

つ
旧

図
書

館
。
設

計
は
菅

原
榮

蔵
（
す

が
わ
ら
え
い
ぞ
う
）
。
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
な
ど
の
幾

何
学

的
意

匠
は
ラ
イ
ト
風

で
、
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ

ル
貼

の
屏

風
状

に
広

が
る
外

観
な
ど
自

在
な
デ

ザ
イ
ン
が
異

彩
を
放

つ
。

建
築

物
文

化
福

祉
２

2
1

旧
松

野
家

住
宅

主
屋

S
5
／

S
4
7
増

築
建

築
物

住
宅

２

2
2

旧
松

野
家

住
宅

表
門

及
び

塀
S
7
頃

そ
の
他

工
作

物
住

宅
１

2
3

幸
保

家
（
こ
う
ぼ
け
）
住

宅
店

舗
兼

主
屋

T
1
4
／

R
6
改

修
建

築
物

産
業

3
次

１

2
4

幸
保

家
住

宅
石

蔵
T
4

建
築

物
産

業
3
次

１

2
5

旧
山

川
家

住
宅

主
屋

神
奈

川
県

二
宮

町
S
1
8
／

S
4
5
頃

・
H
1
0
頃

改
修

二
宮

駅
か
ら
海

岸
に
通

じ
る
緩

や
か
な
坂

道
に
東

面
す

る
日

本
画

家
山

川
秀

峰
（
や

ま
か
わ
し
ゅ
う
ほ
う
）
の
住

宅
。
画

室
は
和

小
屋

を
現

し
、
一

部
丸

竹
詰

張
り
の
天

井
を
張

る
な
ど
民

家
風

の
趣

味
を
取

入
れ
た
貴

重
な
吉

田
五

十
八

（
よ
し
だ
い
そ
や

）
作

品
。

建
築

物
住

宅
２

2
6

榎
並

家
（
え
な
み

け
）
住

宅
主

屋
E
後

期
／

T
後

期
、

S
前

期
改

修
建

築
物

住
宅

１

2
7

榎
並

家
住

宅
小

屋
E
末

期
／

S
前

期
改

修
、
同

3
0
代

増
築

建
築

物
住

宅
１

2
8

笹
口

家
住

宅
主

屋
S
1
0

建
築

物
住

宅
１

2
9

笹
祝

酒
造

事
務

所
棟

M
3
4
頃

／
M
後

期
・

T
8
増

築
建

築
物

産
業

2
次

１

3
0

笹
祝

酒
造

煉
瓦

煙
突

M
後

期
そ
の
他

工
作

物
産

業
2
次

１

新
潟

県
新

潟
市

ＪＲ
前

橋
駅

の
北

口
正

面
に
位

置
す
る
営

業
倉

庫
群

。
一

号
棟

、
二

号
煉

瓦
棟

、
三

号
煉

瓦
棟

、
七

号
棟

が
位

置
す

る
。
敷

地
南

東
に
建

つ
一

号
棟

は
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造

で
モ
ル
タ
ル
塗

の
土

蔵
風

外
観

が
歴

史
的

な
景

観
を
つ

く
る
。
二

号
煉

瓦
棟

は
敷

地
東

辺
に
西

面
し
て
建

つ
、
か
つ

て
繭

や
生

糸
を
保

管
し
た
営

業
倉

庫
。
明

治
期

の
前

橋
の
繁

栄
を
示

す
貴

重
な
煉

瓦
造

倉
庫

。
三

号
煉

瓦
棟

は
敷

地
北

側
に
南

面
し
て
建

ち
、
外

壁
に
ア
ー

チ
窓

を
並

べ
た
長

大
な
外

観
。
敷

地
内

最
古

の
貴
重

な
煉

瓦
造

倉
庫

。
七

号
棟

は
敷

地
中

央
に
建

つ
米

穀
類

用
の
営

業
倉

庫
。
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造

で
内

部
は
一

室
の
土

間
と
し
、
上

部
に
木

造
の
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス
を
現

す
、
敷

地
内

最
大

規
模

の
倉

庫
。

西
町

の
通

り
西

側
に
位

置
す

る
旧

金
物

商
の
屋

敷
。
現

在
は
重

文
埴

輪
を
所

蔵
す

る
相

川
考

古
館

と
し
て
公

開
活

用
。
旧

店
舗

は
土

蔵
造

二
階

建
で
建

ち
の
低

い
外

観
が
敷

地
北

東
の
歴

史
的

な
景

観
を
形

成
す

る
。
店

舗
の
西

に
接

続
す

る
主

屋
は
入

母
屋

造
り
の
式

台
と
内

玄
関

を
構

え
、
床

構
え
の
造

作
な
ど
、
丁

寧
な
書

院
座

敷
。
主

屋
北

面
西

端
に
接

続
す

る
旧

金
物

蔵
の
土

蔵
は
、
各

階
一

室
の
板

敷
で
小

屋
は
登

梁
を
水

平
の
繋

梁
（
つ

な
ぎ
ば

り
）

で
繋

ぐ
。
長

大
な
外

観
で
敷

地
北

方
の
景

観
を
特

徴
づ

け
る
。
稲

荷
社

は
敷

地
北

西
隅

に
東

面
し
て
建

つ
屋

敷
神

。
土

蔵
造

で
重

厚
な
外

観
と
し
た
珍

し
い
小

社
。
敷

地
東

面
を
画

す
表

門
は
薬

医
門

（
や

く
い
も
ん
）
で
大

棟
は
七

宝
繋

の
透

積
と
す

る
。
南

に
続

く
板

塀
は
重

厚
な
表

門
と
と
も
に
屋

敷
構

え
を

つ
く
る
。
敷

地
南

の
小

路
に
面

し
、
西

側
を
画

す
裏

門
は
腕

木
門

で
、
両

開
の
板

扉
は
竪

板
を
目

隙
に
張

る
。
東

西
に
延

び
る
板

塀
と
と
も
に
小

路
側

の
屋

敷
構

え
を
整

え
る
。

神
楽

坂
に
近

い
高

台
に
建

つ
出

版
社

の
本

社
ビ
ル
と
倉

庫
。
本

館
は
釉

薬
タ
イ
ル
貼

の
格

調
高

い
外

観
と
、
古

今
東

西
の
人

類
の
文

字
を
刻

む
壁

面
レ

リ
ー

フ
な
ど
社

員
が
関

わ
り
デ

ザ
イ
ン
し
た
内

部
造

作
が
特

徴
。
本

館
と
並

列
し
て
建

つ
倉

庫
は
五

百
万

冊
分

の
収

容
ス
ペ

ー
ス
を
有

す
る
新

刊
物

流
拠

点
。
階

数
が
異

な
る
本

館
と
高

さ
、
外
観

を
揃

え
、
深

い
庇

を
連

続
し
長

大
な
沿

道
景

観
を
つ

く
る
。

堀
割

川
の
西

に
位

置
す

る
地

主
の
本

宅
。
主

屋
は
正

面
東

寄
り
に
入

母
屋

造
の
玄

関
を
付

し
。
内

部
は
南

西
に
床

構
え
を
備

え
、
床

框
に
紫

檀
（
し
た
ん
）

な
ど
吟

味
し
良

材
を
用

い
た
近

代
和
風

住
宅

。
引

込
み

路
に
南

面
し
て
開

く
表

門
は
腕

木
門

で
両

脇
に
延

び
る
塀

は
桟

瓦
葺

き
で
、
表

門
と
揃

え
て
二

段
に
腕

木
を
重

ね
、
敷

地
南

面
の
歴

史
的

な
景

観
を
整

え
る
。

神
奈

川
県

横
須

賀
市

群
馬

県
前

橋
市

群
馬

県
伊

勢
崎

市

東
京

都
新

宿
区

神
奈

川
県

横
浜

市

東
京

都
文

京
区

目
白

台
に
位

置
す

る
教

会
の
大

聖
堂

と
鐘

塔
。
大

聖
堂

は
８
枚

の
Ｈ
Ｐ
シ
ェ
ル
を
立

て
か
け
た
外

観
と
し
、
各

壁
の
境

界
と
な
る
ガ
ラ
ス
面

が
天

頂
部

の
十

字
架

状
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
へ

繋
が
る
。
丹
下

健
三

の
代

表
作

の
一

つ
。
鐘

塔
は
平

面
は
変

形
の
菱

形
で
立

面
は
上

部
を
逓

減
さ
せ

た
鋭

い
形

状
。
大

聖
堂

脇
に
並

び
建

ち
、
丹

下
の
独

創
性

が
発
揮

さ
れ
た
鐘

楼
。

浦
賀

湾
東

側
の
街

路
に
西

面
し
て
建

つ
、
元

米
穀

商
の
店

舗
兼

主
屋

。
二

階
建

て
寄

棟
造

り
で
正

面
に
下

屋
を
付

す
。
窓

に
手

摺
を
付

し
港

町
の
風

情
を
伝

え
る
貴

重
な
町

家
。
米

蔵
は
切

妻
造

り
桟

瓦
葺

き
で
鉢

巻
を
含

め
、
外

壁
全

面
に
長

尺
の
房

州
石

を
積

上
げ
た
木

骨
石

造
建

築
。
店

舗
兼

主
屋

と
一

連
で
、
浦

賀
の
往

事
の
景

観
を
今

に
伝

え
る
。
現

在
は
活

用
を
検

討
中

。

新
潟

市
南

郊
の
集

落
に
位

置
す

る
農

家
の
主

屋
。
寄

棟
造

り
茅

葺
き
で
、
内

部
二

一
畳

の
オ
チ
ャ
ノ
マ
を
中

心
に
上

手
に
ザ
シ
キ
と
カ
ミ
ザ
シ
キ
、
下

手
に

ダ
イ
ド
コ
ロ
を
配

す
る
。
当

地
の
伝

統
的

平
面

を
良

く
示

す
近

世
民

家
。
小

屋
は
前

面
に
吹

放
ち
の
土

間
を
設

け
、
当

初
部

は
東

か
ら
布

団
室

、
書

庫
、
炭

小
屋

に
区

画
す

る
。
旧

家
の
生

活
様
態

を
伝

え
る
付

属
屋

。

北
国

街
道

沿
い
に
位

置
す

る
酒

造
業

の
屋

敷
。
主

屋
は
内

部
は
上

質
な
座

敷
を
連

ね
、
ア
ー

ル
デ

コ
調

の
洋

間
も
備

え
る
。
街

道
に
面

し
た
大

型
で
良

質
な
近

代
和

風
住

宅
。
主

屋
北

隣
の
事
務

所
棟

は
通

り
沿

い
に
大

き
な
切

妻
と
半

切
妻

の
妻

面
を
見

せ
て
下

屋
を
付

す
。
酒

造
場

の
雄

大
な
表

構
え
を
つ

く
る
。
煙

突
は
六

角
形

平
面

の
躯

体
を
イ
ギ
リ
ス
積

と
し
、
上

部
の
径

を
逓

減
さ
せ

る
。
酒

造
場

の
特

徴
を
よ
く
示

し
、
地

域
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
と
な
る
煙

突
。



名
称

所
在

地
建

設
年

代
特

徴
等

種
別

種
別

基
準

3
1

常
敬

寺
（
じ
ょ
う
き
ょ
う
じ
）
本

堂
享

保
1
6
（
1
7
3
1
）
／

S
6
3
改

修
建

築
物

宗
教

２

3
2

常
敬

寺
鐘

楼
寛

政
4
（
1
7
9
2
）
／

S
6
0
頃

改
修

そ
の
他

工
作

物
宗

教
１

3
3

常
敬

寺
山

門
E
後

期
／

S
3
0
代

改
修

そ
の
他

工
作

物
宗

教
１

3
4

吉
村

家
住

宅
主

屋
富
山

県
富

山
市

M
前

期
／

T
3
頃

移
築

、
S
4
4
・
同

5
7
改

修

神
通

川
西

岸
の
集

落
に
位

置
す

る
農

家
の
主

屋
。
ヒ
ロ
マ
や

チ
ャ
ノ
マ
上

部
を
吹

抜
と
し
豪

壮
な
梁

組
を
み

せ
る
。
通

り
に
面

し
た
ア
ズ
マ
ダ
チ
の
意

匠
が

地
域

の
景

観
を
つ

く
る
。

建
築

物
住

宅
１

3
5

若
鶴

（
わ
か
つ

る
）
酒

造
大

正
蔵

T
9
／

S
3
4
増

築
・

H
7
・
同

2
4
改

修
建

築
物

産
業

2
次

１

3
6

若
鶴

酒
造

昭
和

蔵
松

庫
S
3
4

建
築

物
産

業
2
次

１

3
7

三
郎

丸
蒸

留
所

S
前

期
／

S
2
9
頃

移
築

、
H
2
9
改

修
建

築
物

産
業

2
次

１

3
8

マ
タ
イ
チ
醤

油
醸

造
場

店
舗

兼
主

屋
福
井

県
越

前
市

S
1
1

北
陸

道
に
東

面
す

る
醤

油
醸

造
業
の
店

舗
兼

主
屋

。
外

壁
は
モ
ル
タ
ル
塗

仕
上

で
軒

を
塗

込
め
蛇

腹
を
付

す
。
土

間
内

に
井

戸
な
ど
を
残

し
、
醸

造
業

の
様

相
を
伝

え
る
町

家
。

建
築

物
産

業
2
次

１

3
9

酒
井

家
住

宅
主

屋
M
後

期
／

T
1
2
移

築
建

築
物

住
宅

２

4
0

酒
井

家
住

宅
洋

館
S
5
頃

建
築

物
住

宅
２

4
1

酒
井

家
住

宅
新

座
敷

S
2
6
頃

建
築

物
住

宅
２

4
2

酒
井

家
住

宅
家

財
蔵

S
5
頃

建
築

物
住

宅
１

4
3

酒
井

家
住

宅
北

土
蔵

S
5
頃

／
R
5
改

修
建

築
物

住
宅

１

4
4

酒
井

家
住

宅
西

土
蔵

S
5
頃

建
築

物
住

宅
１

4
5

酒
井

家
住

宅
正

門
及

び
西

塀
S
5
頃

そ
の
他

工
作

物
住

宅
１

4
6

酒
井

家
住

宅
南

門
及

び
南

塀
S
5
頃

そ
の
他

工
作

物
住

宅
１

4
7

酒
井

家
住

宅
通

用
門

及
び

南
西

塀
S
2
6
頃

そ
の
他

工
作

物
住

宅
１

4
8

光
林

寺
（
こ
う
り
ん
じ
）
本

堂
長

野
県

長
野

市
寛

政
1
2
（
1
8
0
0
）
／

S
5
3
改

修
川

中
島

を
見

下
ろ
す

高
台

に
あ
る
浄

土
宗

寺
院

の
本

堂
。
内

外
と
も
に
多

彩
な
彫

刻
で
装

飾
し
、
向

拝
の
鳳

凰
彫

刻
や

内
部

虹
梁

上
の
笈

形
付

き
大

瓶
束

は
特

に
大

振
り
で
目

を
惹

く
本

堂
。

建
築

物
宗

教
２

4
9

善
敬

寺
（
ぜ

ん
き
ょ
う
じ
）
本

堂
元

文
元

（
1
7
3
6
）
／

M
3
7
・
S
5
7
改

修
北

国
街

道
沿

い
に
位

置
す

る
浄

土
真

宗
寺

院
の
本

堂
。
内

外
陣

廻
り
に
円

柱
を
多

用
し
外

陣
正

側
面

に
広

縁
と
落

縁
を
付

す
。
外

陣
中

央
間

の
鏡

天
井

に
描

く
龍

が
目

を
惹

く
規

模
雄

大
な
本

堂
。

建
築

物
宗

教
2

5
0

東
福

寺
檀

信
徒

（
だ
ん
し
ん
と
）
会

館
（
旧

滝
沢

家
住

宅
主

屋
）

長
野

県
上

田
市

E
後

期
／

安
政

3
（
1
8
5
6
）
頃

改
修

北
国

街
道

沿
い
の
集

落
に
位

置
し
、
か
つ

て
蚕

種
業

を
営

ん
だ
農

家
の
主

屋
。
土

間
上

に
部

屋
を
設

け
て
蚕

室
と
す

る
な
ど
、
当

地
域

の
養

蚕
の
発

展
を

伝
え
る
民

家
。
現

在
は
近

隣
の
東

福
寺

が
譲

り
受

け
、
檀

信
徒

会
館

と
し
て
活

用
。

建
築

物
住

宅
１

5
1

南
向

（
み

な
か
た
）
発

電
所

本
館

S
4

天
竜

川
水

系
に
築

い
た
最

初
期

の
水

力
発

電
施

設
。
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造

で
正

面
側

は
半

円
ア
ー

チ
形

の
長

大
な
縦

長
窓

が
囲

む
一

室
の
大

空
間

。
洗

練
さ
れ
た
姿

の
施

設
で
地

域
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
。

建
築

物
生

活
関

連
２

5
2

米
山

家
住

宅
主

屋
E
末

期
／

S
3
0
代

・
R
5
改

修
天

竜
川

上
流

域
の
集

落
に
立

地
す
る
農

家
の
主

屋
。
切

妻
造

妻
入

桟
瓦

葺
で
内

部
東

半
は
広

い
土

間
、
西

半
は
二

列
六

室
を
配

す
。
当

地
域

特
有

の
本

棟
造

の
好

例
。
現

在
は
宿

泊
施

設
と
し
て
活

用
。

建
築

物
住

宅
１

5
3

旧
纐

纈
家

（
こ
う
け
つ

け
）
住

宅
（
古

民
家

あ
い

せ
き
）
店

舗
兼

主
屋

M
中

期
／

S
1
6
・
R
3

改
修

建
築

物
産

業
3
次

１

5
4

旧
纐

纈
家

住
宅

（
古

民
家

あ
い
せ

き
）
茶

室
S
2
／

R
3
改

修
建

築
物

産
業

3
次

２

5
5

旧
纐

纈
家

住
宅

（
古

民
家

あ
い
せ

き
）
井

戸
M
中

期
そ
の
他

工
作

物
産

業
3
次

１

5
6

昇
平

楼
（
し
ょ
う
へ

い
ろ
う
）
客

殿
岐

阜
県

本
巣

市
S
2
7
頃

旧
名

鉄
揖

斐
線

政
田

駅
前

に
位

置
す

る
川

魚
料

理
店

の
座

敷
棟

。
座

敷
一

〇
畳

の
西

面
に
床

・
棚

を
備

え
、
次

の
間

六
畳

の
北

面
に
も
床

・
棚

を
持

つ
。

全
体

に
造

作
の
木

太
い
書

院
座

敷
。

建
築

物
産

業
3
次

２

5
7

小
梳

（
お

ぐ
し
）
神

社
本

殿
S
3
8

建
築

物
宗

教
１

5
8

小
梳

神
社

拝
殿

及
び

幣
殿

S
2
6

建
築

物
宗

教
１

5
9

浮
月

楼
明

輝
館

（
ふ

げ
つ

ろ
う
め
い
き
か
ん
）

静
岡

県
静

岡
市

S
2
5
／

H
2
4
・
同

2
6

改
修

市
中

心
部

の
料

亭
建

築
。
一

階
東

半
は
中

庭
周

囲
に
控

の
間

付
の
座

敷
を
三

室
並

べ
、
西

半
は
大

床
付

の
大

広
間

で
二

階
も
同

様
。
昭

和
戦

後
間

も
な

く
再

建
さ
れ
た
上

質
な
和

風
建

築
。

建
築

物
産

業
3
次

２

静
岡

県
静

岡
市

岐
阜

県
関

市

富
山

県
砺

波
市

福
井

県
坂

井
市

長
野

県
中

川
村

新
潟

県
上

越
市

旧
高

田
城

下
の
裏

寺
町

通
り
に
建

つ
浄

土
真

宗
寺

院
。
本

堂
は
典

型
的

な
真

宗
本

堂
平

面
で
内

外
陣

境
に
法

輪
の
金

箔
欄

間
彫

刻
を
飾

る
。
江

戸
中

期
の
真

宗
本

堂
の
好

例
。
本

堂
の
南
東

に
位

置
す

る
鐘

楼
。
建

ち
が
高

く
、
中

備
は
西

面
の
み

に
蟇

股
を
飾

る
。
簡

素
な
が
ら
も
境

内
の
歴

史
的

な
景

観
を
整

え
る
鐘

楼
。
裏

寺
町

通
り
に
東
面

す
る
山

門
は
薬

医
門

で
組

物
を
用

い
ず

質
実

な
つ

く
り
。
地

域
が
赤

門
と
呼

び
親

し
む

山
門

。

ＪＲ
城

端
（
じ
ょ
う
は
な
）
線

油
田

（
あ
ぶ
ら
で
ん
）
駅

西
側

に
あ
る
醸

造
施

設
。
大

正
蔵

は
長

大
な
南

北
棟

の
東

西
に
下

屋
を
付

し
、
全

体
に
桟

瓦
葺

き
屋

根
を
葺

降
ろ
す

大
規

模
な
土

蔵
。
現

在
は
研

修
・
展

示
施

設
と
し
て
活

用
。
昭

和
蔵

松
庫

（
し
ょ
う
わ
ぐ
ら
ま
つ

こ
）
は
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造

で
柱

形
（
は
し
ら
が

た
）
を
外

に
現

す
。
戦

後
の
清

酒
需

要
の
増

大
に
対

応
し
た
近

代
的

な
現

役
の
醸

造
施

設
。
三

郎
丸

蒸
留

所
は
棟

中
央

に
越

屋
根

を
設

け
、
各

階
連

続
窓

と
し
、
内

部
は
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス
を
現

す
。
工

場
建

築
を
転

用
し
、
戦

後
に
開

業
し
た
北

陸
最

古
の
ウ
イ
ス
キ
ー

蒸
留

施
設

。
現

在
は
一

部
を
見

学
施

設
と
し
て
活

用
。

九
頭

竜
川

右
岸

に
位

置
す

る
建

設
業

を
創

業
し
た
実

業
家

の
屋

敷
。
敷

地
中

央
の
主

屋
周

囲
に
洋

館
、
新

座
敷

、
家

財
蔵

、
北

土
蔵

、
西

土
蔵

を
配

し
、

敷
地

周
囲

を
正

門
お

よ
び

西
塀

、
南
門

及
び

南
塀

、
通

用
門

及
び

南
西

塀
が
区

画
す

る
。
主

屋
は
正

面
に
入

母
屋

造
り
玄

関
を
付

し
、
二

階
座

敷
は
格

天
井

を
腰

折
状

に
張

る
な
ど
特

徴
的

。
大

規
模

で
上

質
な
近

代
和

風
住

宅
。
洋

館
は
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造

2
階

建
て
で
軒

中
央

に
唐

破
風

形
（
か
ら
は
ふ

が
た
）
ペ

デ
ィ
メ
ン
ト
を
立

上
げ
家

紋
を
付

す
な
ど
凝

っ
た
意

匠
の
洋

館
。
新

座
敷

は
賓

客
用

の
離

れ
座

敷
。
座

敷
は
床

、
琵

琶
床

（
び

わ
ど
こ
）
、
棚

、
付

書
院

を
備

え
、
天

井
は
折

上
小

組
格
天

井
（
お

り
あ
げ
こ
ぐ
み

ご
う
て
ん
じ
ょ
う
）
と
し
端

正
で
華

や
か
な
つ

く
り
。
家

財
蔵

は
戸

口
や

窓
に
鉄

扉
を
吊

り
、
厳

重
な
構

え
と
す

る
。
北

土
蔵

は
か
つ
て
家

財
な
ど
を
収

納
し
た
土

蔵
。
家

財
蔵

と
並

び
建

ち
、
敷

地
北

西
の
屋

敷
構

え
を
つ

く
る
。
西

土
蔵

は
米

や
農

具
な

ど
の
収

納
蔵

。
西

妻
に
家

紋
を
掲

げ
、
屋

敷
南

西
角

の
景

観
を
つ

く
る
。
正

門
お

よ
び

西
塀

は
薬

医
門

と
両

脇
に
続

く
板

塀
。
正

門
は
妻

飾
り
・
欄

間
・
冠

木
上

な
ど
に
精

緻
な
彫

刻
を
飾

る
。
欄

間
を
唐

草
の
透

し
彫

り
と
し
た
西

塀
と
一

体
と
な
っ
て
、
華

や
か
で
風

格
あ
る
屋

敷
構

え
を
つ

く
る
。
南

門
お

よ
び

南
塀

は
敷

地
南

辺
に
開

く
腕

木
門

と
西

へ
続

く
板

塀
。
南

門
は
門

口
に
は
ケ
ヤ
キ
の
一

枚
板

を
両

開
に
吊

り
、
南

塀
は
西

土
蔵

に
連

な
り
、
敷

地
南

辺
の
歴

史
的

な
景

観
を
つ

く
る
。
通

用
門

お
よ
び

南
西

塀
は
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造

で
、
通

用
門

は
門

柱
上

部
を
ア
ー

チ
形

の
鉄

棒
で
繋

ぎ
門

口
に
鉄

扉
を
開

く
。

南
西

に
続

く
塀

は
モ
ル
タ
ル
吹

付
け
仕

上
と
し
、
通

用
門

と
一

体
で
通

り
に
歴

史
的

な
景

観
を
つ

く
る
。

本
町

通
り
に
南

面
し
て
建

つ
旧

酒
店
の
屋

敷
。
店

舗
兼

主
屋

は
二

階
建

て
切

妻
造

り
平

入
り
で
東

半
の
屋

根
を
落

棟
と
す

る
。
二

階
正

面
側

を
続

き
間

座
敷

と
し
軸

部
な
ど
漆

塗
で
仕

上
げ
る
。
近

代
の
本

町
の
繁

栄
を
伝

え
る
町

家
。
渡

廊
下

で
繋

が
る
茶

室
は
平

屋
建

て
で
西

が
四

畳
席

の
茶

室
、
東

が
四

畳
半

大
の
客

間
。
造

作
な
ど
丁

寧
な
つ

く
り
。
井

戸
は
花

崗
岩

切
石

4
枚

を
精

緻
に
組

合
わ
せ

、
深

さ
は
七

メ
ー

ト
ル
と
す

る
。
茶

室
専

用
と
し
て
使

っ
た
と
伝

え
、
中

庭
の
景

観
を
つ

く
る
。
現

在
は
関

市
が
所

有
し
、
地

域
拠

点
と
し
て
活

用
。

市
街

地
中

心
部

に
位

置
す

る
神

社
。
本

殿
は
建

ち
の
高

い
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造

の
一

間
社

。
頭

貫
に
大

仏
様

風
の
特

異
な
木

鼻
を
付

す
。
軒

廻
り
や

妻
部

分
を
含

め
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
よ
り
丁
寧

に
造

形
さ
れ
た
社

殿
。
拝

殿
及

び
幣

殿
は
本

殿
前

面
に
建

つ
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造

の
社

殿
。
全

体
エ
字

形
平

面
で

屋
根

を
重

ね
抑

揚
感

あ
る
外

観
を
呈
す

。
戦

後
間

も
な
い
耐

火
構

造
の
社

殿
。



名
称

所
在

地
建

設
年

代
特

徴
等

種
別

種
別

基
準

6
0

普
門

寺
本

堂
元

禄
6
（
1
6
9
3
）
／

S
3
1
・
H
1
1
改

修
建

築
物

宗
教

２

6
1

普
門

寺
大

師
堂

嘉
永

7
（
1
8
5
4
）
／

H
2
改

修
建

築
物

宗
教

2

6
2

普
門

寺
弁

天
堂

（
旧

龍
神

宮
）

正
徳

4
（
1
7
1
4
）
／

宝
暦

5
（
1
7
5
5
）
・
安

政
3
（
1
8
5
6
）
移

築
、
H
1
1
改

修

建
築

物
宗

教
２

6
3

普
門

寺
十

王
堂

嘉
永

5
（
1
8
5
2
）
／

S
6
3
頃

・
H
3
改

修
建

築
物

宗
教

１

6
4

普
門

寺
鐘

楼
門

宝
永

4
（
1
7
0
7
）
／

S
2
8
・
H
1
1
改

修
建

築
物

宗
教

２

6
5

普
門

寺
仁

王
門

E
中

期
／

H
8
改

修
建

築
物

宗
教

２

6
6

創
垂

館
（
そ
う
す

い
か
ん
）

愛
知

県
小

牧
市

M
2
1
／

S
2
4
移

築
、

R
4
改

修
史

跡
小

牧
山

中
腹

に
あ
る
尾

張
徳

川
家

の
旧

迎
賓

施
設

。
寄

棟
造

り
桟

瓦
葺

き
の
東

西
棟

で
南

面
西

寄
り
に
式

台
玄

関
を
付

す
。
広

い
式

台
な
ど
格

式
を
備

え
、
良

材
を
用

い
た
上

質
な
座

敷
棟

。
現

在
は
小

牧
市

が
公

開
活

用
。

建
築

物
文

化
福

祉
2

6
7

神
楽

酒
造

（
か
ぐ
ら
し
ゅ
ぞ
う
）
酒

蔵
兼

釜
場

安
政

5
(1
8
5
8
)／

T
後

期
増

築
、
H
1
9

改
修

建
築

物
産

業
2
次

１

6
8

神
楽

酒
造

西
酒

蔵
M
中

期
／

H
1
9
改

修
建

築
物

産
業

2
次

１

6
9

大
村

神
社

本
殿

三
重

県
伊

賀
市

M
2
3

天
正

1
5
年

(1
5
8
7
)建

立
の
重

文
大

村
神

社
宝

殿
（
ほ
う
で
ん
）
の
東

脇
に
北

面
し
て
建

つ
本

殿
。
入

母
屋

造
り
妻

入
り
檜

皮
葺

き
で
正

面
に
向

拝
を
付

し
、

入
母

屋
造

り
の
屋

根
が
宝

殿
と
呼

応
す

る
社

殿
。

建
築

物
宗

教
１

7
0

坂
田

家
住

宅
主

屋
滋

賀
県

大
津

市
天

保
9
（
1
8
3
8
）
／

S
4
0
・
H
2
8
改

修
北

国
街

道
沿

い
に
位

置
す

る
旧

地
主

の
主

屋
。
通

り
に
東

面
し
て
建

ち
、
一

階
は
出

格
子

構
え
、
二

階
は
出

格
子

窓
と
虫

籠
窓

（
む

し
こ
ま
ど
）
を
開

け
、
街

道
沿

い
の
歴

史
的

景
観

を
つ

く
る
町

家
。

建
築

物
住

宅
１

7
1

赤
田

家
（
あ
か
だ
け
）
住

宅
主

屋
M
4
3

建
築

物
住

宅
2

7
2

赤
田

家
住

宅
離

れ
座

敷
T
5

建
築

物
住

宅
２

7
3

赤
田

家
住

宅
土

蔵
T

6
建

築
物

住
宅

１

7
4

赤
田

家
住

宅
物

置
S
4
2
頃

建
築

物
住

宅
１

7
5

赤
田

家
住

宅
正

門
E
後

期
そ
の
他

工
作

物
住

宅
１

7
6

京
都

府
立

堂
本

印
象

美
術

館
本

館
S
4
1
／

S
4
0
代

改
修

・
同

4
5
増

築
建

築
物

文
化

福
祉

２

7
7

京
都

府
立

堂
本

印
象

美
術

館
山

の
ア
ト
リ
エ

S
2
5
頃

／
S
3
9
移

築
、
H
3
改

修
建

築
物

文
化

福
祉

２

7
8

興
正

寺
御

影
堂

（
ご
え
い
ど
う
）

M
4
4

建
築

物
宗

教
２

7
9

興
正

寺
阿

弥
陀

堂
（
あ
み

だ
ど
う
）

T
4

建
築

物
宗

教
２

8
0

興
正

寺
高

廊
下

（
た
か
ろ
う
か
）

T
7

建
築

物
宗

教
２

8
1

興
正

寺
経

蔵
嘉

永
元

（
1
8
4
8
）

建
築

物
宗

教
２

8
2

興
正

寺
鐘

楼
安

永
3
（
1
7
7
4
）

建
築

物
宗

教
２

8
3

興
正

寺
手

水
屋

形
（
ち
ょ
う
ず

や
か
た
）

T
前

期
そ
の
他

工
作

物
宗

教
１

8
4

興
正

寺
三

門
T
4
頃

建
造

物
宗

教
２

8
5

興
正

寺
阿

弥
陀

堂
門

E
末

期
そ
の
他

工
作

物
宗

教
２

8
6

興
正

寺
東

面
北

側
築

地
塀

E
末

期
そ
の
他

工
作

物
宗

教
１

8
7

興
正

寺
東

面
南

側
築

地
塀

T
前

期
そ
の
他

工
作

物
宗

教
１

8
8

旧
福

知
山

信
用

金
庫

本
店

京
都

府
福

知
山

市
S
3
／

H
2
6
改

修
福

知
山

城
跡

北
西

の
市

街
地

の
角
地

に
建

つ
旧

銀
行

の
店

舗
。
左

右
対

称
の
簡

明
な
立

面
構

成
で
出

入
口

の
庇

や
半

円
形

窓
台

を
ア
ク
セ
ン
ト
と
す

る
。
近

代
の
福

知
山

の
繁

栄
を
伝

え
る
銀

行
建

築
。
現

在
は
菓

子
販

売
店

舗
と
し
て
活

用
。

建
築

物
産

業
3
次

１

京
都

府
京

都
市

愛
知

県
豊

橋
市

三
重

県
四

日
市

市

滋
賀

県
長

浜
市

堀
川

七
条

の
北

西
に
位

置
す

る
浄
土

真
宗

興
正

寺
派

の
本

山
寺

院
。
境

内
中

央
に
御

影
堂

が
東

面
し
て
建

ち
、
北

に
阿

弥
陀

堂
を
配

し
、
両

堂
を
高

廊
下

が
繋

ぐ
。
境

内
北

東
に
経

蔵
、
南
東

に
鐘

楼
、
御

影
堂

の
北

東
に
手

水
屋

形
を
配

す
。
境

内
東

面
に
阿

弥
陀

堂
門

と
三

門
を
開

き
、
北

側
築

地
塀

と
南

側
築

地
塀

が
南

北
に
延

び
る
。
御

影
堂

は
入

母
屋

造
り
本

瓦
葺

き
で
正

面
に
3
間

の
向

拝
を
付

す
。
明

治
3
5
年

大
火

後
に
復

興
し
た
大

規
模

な
仏

堂
。
阿

弥
陀

堂
は
二

重
、
入

母
屋

造
り
本

瓦
葺

き
で
正

面
に
３
間

の
向

拝
を
付

す
。
全

体
に
禅

宗
様

を
基

調
と
し
、
御

影
堂

と
と
も
に
両

堂
形

式
で
復

興
し
た
仏

堂
。
高

廊
下

は
床

に
は
長

尺
の
板

を
張

り
天

井
は
輪

垂
木

の
化

粧
軒

裏
天

井
。
細

部
意

匠
も
優

れ
た
廊

下
で
本

山
寺

院
の
格

式
を
示

す
。
高

欄
付

き
基

壇
上

に
建

つ
経

蔵
は
正

面
に
軒

唐
破

風
を
飾

り
、
唐

破
風

造
向

拝
を
付

す
。
楼

造
り
風

の
独

特
な
意

匠
を
持

つ
経

蔵
。
鐘

楼
は
入

母
屋

造
り
本

瓦
葺

き
で

腰
組

を
廻

ら
し
、
袴

腰
を
付

す
。
明

治
大

火
を
免

れ
た
境

内
最

古
の
貴

重
な
鐘

楼
。
手

水
屋

形
は
入

母
屋

造
り
本

瓦
葺

き
の
東

西
棟

で
内

部
は
石

敷
床

の
中

央
に
手

水
鉢

を
配

し
、
上

部
は
格

天
井

を
張

る
。
小

規
模

な
が
ら
良

質
な
つ

く
り
。
三

門
は
三

間
三

戸
の
楼

門
。
一

階
中

央
間

の
両

脇
羽

目
板

を
精

緻
な
牡

丹
唐

草
彫

刻
で
埋

尽
く
し
、
本

山
寺

院
の
正

面
を
飾

る
軒

反
り
雄

大
な
三

門
。
阿

弥
陀

堂
門

は
四

脚
門

で
両

脇
に
袖

塀
を
付

す
。
本

柱
上

部
の

正
面

側
に
施

し
た
龍

な
ど
要

所
を
精

巧
な
彫

刻
で
豊

富
に
飾

り
、
本

山
寺

院
の
風

格
あ
る
表

構
え
を
つ

く
る
。
東

面
北

側
築

地
塀

は
阿

弥
陀

堂
門

の
両

脇
に
延

び
る
本

瓦
葺

の
塀

。
外

側
は
漆

喰
塗

仕
上

と
し
、
定

規
筋

五
本

を
付

す
。
阿

弥
陀

堂
門

に
連

な
り
、
堀

川
通

沿
い
に
重

厚
な
境

内
景

観
を
つ

く
る
。
東

面
南

側
築

地
塀

は
三

門
の
南

袖
塀

か
ら
矩

折
れ
し
て
南

へ
延

び
る
本

瓦
葺

の
塀

。
堀

川
通

沿
い
に
風

格
あ
る
寺

院
の
表

構
え
を
つ

く
る
。

船
形

山
南

東
斜

面
に
位

置
す

る
真

言
宗

寺
院

。
境

内
西

側
に
本

堂
が
位

置
し
、
北

に
大

師
堂

、
弁

天
堂

（
旧

龍
神

宮
）
、
境

内
中

央
に
十

王
堂

、
鐘

楼
門

、
境

内
入

口
に
仁

王
門

が
位

置
す

る
。
本

堂
は
寄

棟
造

り
銅

板
葺

き
の
五

間
堂

。
外

陣
は
桁

行
３
間

の
虹

梁
形

頭
貫

（
こ
う
り
ょ
う
が
た
か
し
ら
ぬ

き
）
を
架

け
、
海

老
虹

梁
で
側

柱
と
繋

ぐ
架

構
な
ど
に
地

域
的

特
色

を
示

す
。
大

師
堂

は
宝

形
造

り
銅

板
葺

き
の
三

間
堂

で
正

面
に
一

間
向

拝
を
付

し
、
三

方
に
縁

を
廻

ら
す

。
軒

出
大

き
く
軽

快
な
姿

の
仏

堂
。
弁

天
堂

（
旧

龍
神

宮
）
は
覆

屋
内

に
建

つ
小

社
。
向

拝
は
虹

梁
形

頭
貫

を
龍

2
頭

の
尾

を
絡

め
て
火

灯
形

と
す

る
な
ど
、
独

創
的

な
意

匠
で
装

飾
豊

富
な
社

殿
。
十

王
堂

は
、
片

入
母

屋
造

り
妻

入
り
で
、
妻

飾
は
虹

梁
大

瓶
束

と
す

る
。
簡

素
な
が
ら
参

道
に
妻

飾
を

み
せ

境
内

景
観

を
つ

く
る
仏

堂
。
鐘

楼
門

は
一

間
一

戸
の
楼

門
。
上

層
内

部
は
一

室
の
板

敷
で
、
竿

縁
天

井
を
張

り
、
中

央
に
鐘

を
吊

る
。
軒

出
が
大

き
く

雄
大

な
姿

の
鐘

楼
門

で
境

内
の
主
要

な
構

え
を
つ

く
る
。
仁

王
門

は
寄

棟
造

り
銅

板
葺

き
の
八

脚
門

で
、
両

脇
間

の
後

方
に
金

剛
柵

と
横

連
子

を
付

し
、

仁
王

像
一

対
を
安

置
す

る
。
彫

刻
な
ど
細

部
意

匠
も
端

正
で
上

質
な
八

脚
門

。

市
街

地
西

部
に
位

置
す

る
酒

造
業

の
酒

蔵
。
酒

蔵
兼

釜
場

は
、
２
階

建
て
切

妻
造

り
の
東

西
棟

で
、
南

面
西

寄
り
に
釜

場
を
突

出
し
、
煉

瓦
造

煙
突

を
取

り
込

む
。
地

域
の
酒

造
業

の
歴

史
を
伝

え
る
貴

重
な
土

蔵
。
敷

地
西

側
に
位

置
す

る
西

土
蔵

は
、
二

階
建

切
妻

造
り
東

西
棟

の
長

大
な
土

蔵
を
南

北
に
並

べ
、
内

部
は
一

体
と
し
て
利

用
し
、
棟

境
上

部
に
軒

樋
を
現

す
。
２
棟

を
連

結
さ
せ

た
特

徴
的

な
外

観
の
大

規
模

な
土

蔵
。

琵
琶

湖
北

東
の
農

村
集

落
に
位

置
す

る
旧

家
の
屋

敷
。
敷

地
北

西
に
主

屋
を
配

し
、
周

囲
に
離

れ
座

敷
、
土

蔵
、
物

置
、
主

屋
正

面
に
正

門
を
配

す
る
。

主
屋

は
つ

し
二

階
建

て
片

入
母

屋
造

り
で
、
南

西
隅

を
座

敷
と
し
軸

部
な
ど
漆

塗
と
す

る
。
県

指
定

名
勝

の
庭

へ
の
眺

望
が
優

れ
た
上

質
な
民

家
。
離

れ
座

敷
は
南

西
に
三

畳
の
書

斎
を
配

し
、
西

面
に
円

窓
を
開

け
る
。
皮

付
ア
カ
マ
ツ
の
床

柱
や

ク
ロ
ガ
キ
の
框

な
ど
材

料
を
吟

味
し
た
上

質
な
座

敷
。
土

蔵
は

家
財

蔵
で
、
内

部
は
各

階
板

敷
と
し
、
小

屋
に
曲

が
り
材

の
梁

を
用

い
る
。
屋

敷
北

西
の
景

観
を
つ

く
る
。
主

屋
の
南

西
に
位

置
す

る
物

置
は
平

屋
建

て
切

妻
造

り
の
東

西
棟

。
正

門
と
並

び
屋

敷
の
表

構
え
を
つ

く
る
。
正

門
は
南

面
し
て
建

つ
薬

医
門

。
切

妻
造

り
茅

葺
き
で
両

脇
に
桟

瓦
葺

の
袖

塀
を
付

し
、
東

に
潜

戸
を
設

け
る
。
茅

葺
き
屋

根
が
地

域
の
歴

史
的

な
景

観
を
つ

く
る
。

衣
笠

山
東

麓
に
位

置
し
、
日

本
画

家
堂

本
印

象
の
作

品
を
収

蔵
展

示
す

る
美

術
館

。
本

館
は
モ
ダ
ン
な
白

色
の
外

壁
を
レ
リ
ー

フ
で
華

や
か
に
飾

る
。
内

外
と
も
に
印

象
の
趣

向
を
強

く
反

映
し
た
美

術
館

。
山

の
ア
ト
リ
エ
は
最

高
裁

大
法

廷
の
壁

画
製

作
用

の
作

業
場

。
ガ
ラ
ス
窓

と
欄

間
を
開

け
、
多

く
の
自

然
光

を
内

部
に
取

入
れ
る
大

作
制

作
用
の
ア
ト
リ
エ
。



名
称

所
在

地
建

設
年

代
特

徴
等

種
別

種
別

基
準

8
9

旧
子

安
家

（
こ
や

す
け
）
住

宅
主

屋
京

都
府

亀
岡

市
E
末

期
／

H
2
4
改

修
本

町
通

り
に
南

面
し
て
建

つ
、
旧

日
用

品
販

売
業

の
主

屋
。
正

面
一

階
は
出

格
子

構
え
、
二

階
は
虫

籠
窓

を
開

け
、
庇

を
付

す
。
建

ち
が
低

く
古

式
で
歴

史
的

な
景

観
を
形

成
す

る
町

家
。
現

在
は
亀

岡
市

観
光

協
会

の
飲

食
施

設
と
し
て
活

用
。

建
築

物
住

宅
１

9
0

光
聖

寺
山

門
大
阪

府
大

阪
市

文
政

8
（
1
8
2
5
）
／

S
5
8
移

築
、
R
6
改

修

生
玉

寺
町

に
位

置
す

る
浄

土
宗

寺
院

の
山

門
。
谷

町
筋

に
東

面
し
て
建

つ
、
一

間
一

戸
の
薬

医
門

で
両

脇
に
袖

塀
を
延

ば
す

。
男

梁
、
肘

木
、
笈

形
な

ど
に
精

緻
な
彫

刻
を
付

し
装

飾
華

や
か
な
山

門
。

そ
の
他

工
作

物
宗

教
２

9
1

中
條

家
住

宅
主

屋
M
中

期
／

S
前

期
改

修
日

吉
神

社
の
西

方
に
位

置
す

る
農

家
の
主

屋
。
敷

地
北

寄
り
に
南

面
し
て
建

つ
、
二

階
建

て
入

母
屋

造
り
で
、
正

面
に
は
土

間
の
大

戸
や

格
子

窓
な
ど
古

風
な
外

観
を
残

し
、
農

村
集

落
の
歴
史

を
伝

え
る
。
現

在
活

用
を
検

討
中

。
建

築
物

住
宅

１

9
2

日
本

基
督

教
団

南
大

阪
教

会
塔

（
と
う
）

S
3
／

S
5
6
改

修
阿

倍
野

に
位

置
す

る
教

会
の
塔

。
設

計
は
村

野
藤

吾
。
円

と
十

字
を
組

合
わ
せ

た
帯

状
透

彫
を
付

し
、
頂

部
に
十

字
架

を
立

て
る
。
村

野
の
処

女
作

の
一

部
で
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造

形
へ

の
志

向
を
示

す
。

建
築

物
宗

教
２

9
3

旧
田

中
家

住
宅

別
邸

主
屋

S
8
／

S
後

期
改

修
建

築
物

住
宅

1

9
4

旧
田

中
家

住
宅

別
邸

門
及

び
塀

S
8

そ
の
他

工
作

物
住

宅
１

9
5

旧
岩

本
家

住
宅

茶
室

（
大

手
前

大
学

茶
室

竹
立

庵
（
ち
く
り
ゅ
う
あ
ん
）
）

兵
庫

県
西

宮
市

S
前

期
／

H
4
移

築
大

手
前

大
学

の
キ
ャ
ン
パ
ス
内

に
位
置

す
る
旧

実
業

家
の
茶

室
。
切

妻
造

り
桟

瓦
葺

き
の
北

・
南

棟
で
、
内

部
北

半
に
半

床
庵

（
は
ん
し
ょ
う
あ
ん
）
の
写

し
と
伝

わ
る
茶

室
を
配

す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
前

身
の
邸

宅
の
歴

史
を
留

め
る
上

質
な
茶

室
。

建
築

物
住

宅
２

9
6

金
剛

峯
寺

六
角

経
蔵

S
7

建
築

物
宗

教
２

9
7

金
剛

峯
寺

鐘
楼

S
3
3

そ
の
他

工
作

物
宗

教
２

9
8

金
剛

峯
寺

浄
水

所
S
3
3

そ
の
他

工
作

物
宗

教
２

9
9

旧
万

忠
金

物
店

（
ま
ん
ち
ゅ
う
か
な
も
の
て
ん
）

店
舗

和
歌

山
県

湯
浅

町
T
3
頃

／
S
前

期
・

R
6
改

修
湯

浅
町

の
中

心
部

に
位

置
す

る
旧

金
物

店
の
店

舗
。
熊

野
街

道
に
東

面
し
て
建

つ
木

造
３
階

建
て
で
正

面
は
各

階
境

に
出

桁
庇

を
付

す
。
湯

浅
初

の
木

造
３
階

建
て
と
伝

え
る
貴

重
な
町

家
。

建
築

物
産

業
3
次

１

1
0
0

興
国

寺
法

堂
（
は
っ
と
う
）

寛
政

9
（
1
7
9
7
）

建
築

物
宗

教
２

1
0
1

興
国

寺
坐

禅
堂

E
後

期
／

E
末

期
増

築
、
S
5
9
改

修
建

築
物

宗
教

１

1
0
2

興
国

寺
開

山
堂

文
政

6
（
1
8
2
3
）
頃

建
築

物
宗

教
２

1
0
3

興
国

寺
方

丈
元

禄
1
1
（
1
6
9
8
）
／

天
保

9
（
1
8
3
8
）
増

築

建
築

物
宗

教
２

1
0
4

興
国

寺
大

門
S
1
3
／

H
9
移

築
そ
の
他

工
作

物
宗

教
2

1
0
5

後
藤

家
住

宅
離

れ
（
長

楽
軒

）
鳥
取

県
米

子
市

M
4
0
頃

／
S
4
4
移

築
重

文
後

藤
家

住
宅

の
隣

地
に
位

置
す

る
離

れ
座

敷
。
茶

室
松

風
庵

は
上

部
に
枝

を
付

し
た
ナ
ン
テ
ン
を
床

柱
に
用

い
る
な
ど
凝

っ
た
つ

く
り
。
随

所
に
良

材
を
用

い
た
上

質
な
離

れ
。

建
築

物
住

宅
２

1
0
6

瀬
崎

家
住

宅
主

屋
M
中

期
／

S
前

期
・

同
5
5
・
R
3
改

修
建

築
物

住
宅

２

1
0
7

瀬
崎

家
住

宅
松

籟
亭

（
し
ょ
う
ら
い
て
い
）

M
中

期
／

T
後

期
・

R
3
改

修
建

築
物

住
宅

２

1
0
8

瀬
崎

家
住

宅
如

是
庵

（
に
ょ
ぜ

あ
ん
）

S
前

期
建

築
物

住
宅

２

1
0
9

瀬
崎

家
住

宅
北

蔵
M
中

期
／

R
3
改

修
建

築
物

住
宅

１

1
1
0

瀬
崎

家
住

宅
南

蔵
M
中

期
建

築
物

住
宅

１

1
1
1

瀬
崎

家
住

宅
表

門
M
中

期
そ
の
他

工
作

物
住

宅
１

1
1
2

瀬
崎

家
住

宅
中

門
及

び
塀

S
前

期
そ
の
他

工
作

物
住

宅
１

1
1
3

イ
シ
ネ
事

務
機

社
屋

（
旧

尾
道

警
察

署
庁

舎
）

広
島

県
尾

道
市

M
4
0
／

S
3
0
移

築
、

同
5
3
改

修
市

街
地

西
部

に
位

置
し
、
通

り
に
北
面

し
て
建

つ
事

務
所

。
旧

尾
道

警
察

署
庁

舎
を
移

築
改

修
し
た
木

造
2
階

建
て
寄

棟
造

り
で
、
正

面
は
モ
ル
タ
ル
塗

と
し
上

下
窓

を
並

べ
る
。
地

域
の
歴

史
を
伝

え
る
貴

重
な
事

務
所

。
建

築
物

官
公

庁
舎

１

1
1
4

後
藤

鉱
泉

所
店

舗
兼

工
場

T
1
5
／

S
1
0
・
同

2
7

増
築

、
同

3
1
改

修
向

島
に
あ
る
ラ
ム
ネ
な
ど
の
飲

料
製
造

販
売

所
。
敷

地
西

側
は
工

場
及

び
倉

庫
を
配

し
、
東

側
は
通

り
に
面

し
て
店

舗
を
増

築
し
、
全

体
に
複

雑
な
屋

根
構

成
と
す

る
。
工

場
に
製

造
機

器
を
残

す
な
ど
、
町

の
賑

わ
い
を
伝

え
る
店

舗
兼

工
場

。
建

築
物

産
業

2
次

１

1
1
5

貞
光

（
さ
だ
み

つ
）
劇

場
徳

島
県

つ
る
ぎ
町

S
7
／

S
中

期
改

修
町

の
中

心
部

に
位

置
す

る
旧

芝
居

小
屋

。
正

面
に
大

ス
パ
ン
ア
ー

チ
の
玄

関
を
備

え
、
上

部
に
屋

号
と
劇

場
名

を
大

き
く
記

す
。
貞

光
町

の
隆

盛
を
示

す
劇

場
建

築
。

建
築

物
文

化
福

祉
１

1
1
6

香
川

県
立

善
通

寺
第

一
高

等
学

校
（
旧

私
立

善
通

寺
高

等
女

学
校

）
旧

正
門

香
川

県
善

通
寺

市
T

1
1

ＪＲ
善

通
寺

駅
南

方
に
位

置
す

る
旧

女
学

校
の
正

門
。
大

正
1
1
年

の
陸

軍
特

別
大

演
習

統
監

部
設

置
を
記

念
し
て
建

て
た
門

で
、
煉

瓦
造

の
重

厚
な
外

観
で
地

域
の
歴

史
を
伝

え
る
。

そ
の
他

工
作

物
学

校
１

小
田

川
の
右

岸
に
位

置
す

る
、
廻

船
業

や
製

糸
業

で
栄

え
た
商

家
の
屋

敷
。
敷

地
中

央
に
南

面
し
て
建

つ
主

屋
の
南

に
茶

室
の
松

籟
亭

、
西

に
如

是
庵

、
東

に
北

蔵
と
南

蔵
を
建

て
、
敷

地
南

面
東

寄
り
に
表

門
を
開

き
、
主

屋
東

方
の
庭

園
境

に
中

門
及

び
塀

を
配

す
。
主

屋
は
六

間
取

と
し
、
南

西
に
配

す
上

の
間

（
か
み

の
ま
）
は
床

脇
に
琵

琶
台

を
備

え
た
端

正
な
座

敷
で
、
四

季
の
欄

間
彫

刻
な
ど
細

部
意

匠
に
も
優

れ
る
。
松

籟
亭

は
広

間
に
皮

付
マ
ツ

の
床

柱
を
用

い
た
袋

床
や

三
角

棚
、
丸

窓
を
備

え
る
。
開

放
的

で
意

匠
性

に
富

ん
だ
華

や
か
な
茶

室
。
如

是
庵

は
入

母
屋

造
り
茅

葺
き
で
東

面
に
腰

掛
待

合
を
備

え
、
西

側
の
廊

下
を
塀

外
に
張

り
出

す
。
小

間
は
、
中

柱
と
下

部
吹

放
ち
の
袖

壁
で
点

前
座

を
画

す
な
ど
間

取
に
趣

向
を
凝

ら
し
た
独

創
的

な
茶

室
。
北

蔵
は
仕

事
道

具
を
収

納
し
た
建

ち
の
低

い
土

蔵
で
、
敷

地
北

東
の
景

観
を
構

成
す

る
。
南

蔵
は
北

蔵
の
南

側
に
接

続
し
、
茶

道
具

や
家

財
道

具
を
納

め
る
土

蔵
。
重

厚
な
外

観
が
屋

敷
景

観
に
寄

与
す

る
。
表

門
は
切

妻
造

り
平

入
り
本

瓦
葺

き
で
、
正

面
側

は
冠

木
上

か
ら
出

し
た
腕

木
で
軒

桁
を

支
持

し
天

井
を
張

る
。
商

家
の
繁

栄
を
示

す
風

格
あ
る
表

門
。
中

門
は
切

妻
造

本
瓦

葺
の
腕

木
門

で
両

脇
か
ら
矩

折
れ
に
延

び
る
塀

は
屋

根
桟

瓦
葺

き
で
壁

は
漆

喰
塗

仕
上

と
す

る
。
敷

地
の
西

側
を
画

し
、
庭

園
へ

の
動

線
を
演

出
。

姫
路

城
西

方
の
龍

野
に
位

置
し
、
金
物

や
煙

草
の
製

造
販

売
を
営

ん
だ
商

家
の
大

塀
（
だ
い
べ

い
）
造

り
の
別

邸
。
主

屋
は
通

り
よ
り
控

え
て
建

つ
二

階
建

て
入

母
屋

造
り
で
、
床

柱
に
ス
ギ
の
磨

き
丸

太
を
用

い
る
な
ど
上

質
。
通

り
に
東

面
す

る
門

は
軒

先
銅

板
葺

き
の
桟

瓦
葺

き
庇

を
付

し
、
塀

は
格

狭
間

に
竹

の
組

子
を
用

い
る
凝

っ
た
意

匠
で
、
通

り
の
景

観
を
つ

く
る
。

兵
庫

県
姫

路
市

和
歌

山
県

高
野

町

和
歌

山
県

由
良

町

岡
山

県
倉

敷
市

金
剛

峯
寺

壇
上

伽
藍

の
金

堂
の
南
西

に
位

置
す

る
経

蔵
、
南

東
に
位

置
す

る
鐘

楼
、
壇

上
伽

藍
に
至

る
蛇

腹
路

（
じ
ゃ
ば

ら
み

ち
）
に
面

し
て
建

つ
浄

水
所

か
ら
な
る
。
六

角
経

蔵
は
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造

の
二

重
、
六

角
円

堂
、
躯

体
の
表

層
に
木

造
で
伝

統
的

意
匠

を
実

現
し
た
経

蔵
。
鐘

楼
は
鉄

筋
コ
ン
ク

リ
ー

ト
造

で
、
細

部
は
金

堂
な
ど
に
通
じ
る
復

古
調

の
意

匠
と
す

る
。
軒

出
が
深

く
堂

々
た
る
姿

の
鐘

楼
。
浄

水
所

は
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造

で
、
四

方
を
吹

放
つ

。
内

外
は
全

て
白

色
塗

装
と
し
、
簡

明
な
が
ら
大

規
模

で
存

在
感

を
示

す
手

水
舎

。

由
良

町
の
山

間
に
位

置
す

る
臨

済
宗

寺
院

。
境

内
中

心
部

に
南

面
し
て
建

つ
法

堂
の
北

に
坐

禅
堂

、
開

山
堂

を
中

軸
線

上
に
並

べ
、
法

堂
の
東

に
方

丈
、
参

道
入

口
に
大

門
を
建

て
る
。
法

堂
は
、
二

重
、
入

母
屋

造
り
本

瓦
葺

き
の
五

間
堂

で
正

面
に
軒

唐
破

風
を
付

し
、
千

鳥
破

風
を
飾

る
。
内

部
四

半
敷

き
の
土

間
上

部
に
は
広

大
な
鏡

天
井
を
張

り
、
龍

を
描

く
。
大

規
模

で
雄

大
な
禅

宗
仏

殿
。
坐

禅
堂

は
前

堂
に
後

堂
が
接

続
し
、
全

体
Ｔ
字

形
の
平

面
。
伽

藍
軸

線
上

に
建

ち
、
寺

院
景

観
の
中
核

を
担

う
。
高

台
に
位

置
す

る
開

山
堂

は
宝

形
造

り
本

瓦
葺

き
の
三

間
堂

。
仏

壇
下

方
に
開

祖
法

燈
国

師
（
ほ
っ
と
う

こ
く
し
）
の
墓

で
あ
る
宝

篋
印

塔
を
安
置

。
小

規
模

な
が
ら
も
総

ヒ
ノ
キ
造

の
上

質
な
仏

堂
。
方

丈
は
寄

棟
造

り
本

瓦
葺

き
の
南

北
棟

で
、
西

面
南

寄
り
に
向

唐
破

風
造

り
の
玄

関
を
突

出
す

る
。
側

通
り
に
は
１
間

毎
に
柱

を
立

て
る
な
ど
古

式
を
残

す
大

規
模

な
方

丈
。
大

門
は
切

妻
造

り
本

瓦
葺

き
の
四

脚
門

。
頭

貫
木

鼻
は
牡

丹
の
篭

彫
り
と
す

る
な
ど
華

や
か
。
建

ち
が
高

い
総

ケ
ヤ
キ
造

の
門

で
古

刹
の
風

格
を
示

す
。



名
称

所
在

地
建

設
年

代
特

徴
等

種
別

種
別

基
準

1
1
7

明
専

寺
鐘

楼
門

天
保

1
1
（
1
8
4
0
）

建
築

物
宗

教
１

1
1
8

明
専

寺
石

垣
天

保
9
（
1
8
3
8
）
／

安
政

4
（
1
8
5
7
）
増

築

そ
の
他

工
作

物
宗

教
１

1
1
9

水
田

（
み

ず
た
）
天

満
宮

楼
門

E
末

期
／

H
1
2
改

修
建

築
物

宗
教

１

1
2
0

水
田

天
満

宮
東

門
慶

応
4
（
1
8
6
8
）

そ
の
他

工
作

物
宗

教
１

1
2
1

水
田

天
満

宮
西

門
嘉

永
4
（
1
8
5
1
）

そ
の
他

工
作

物
宗

教
２

1
2
2

森
田

家
住

宅
主

屋
M
3
8
頃

／
S
3
0
代

・
H
2
0
改

修
建

築
物

住
宅

２

1
2
3

森
田

家
住

宅
仏

間
棟

S
2
頃

／
H
2
0
改

修
建

築
物

住
宅

２

1
2
4

森
田

家
住

宅
表

門
及

び
北

塀
S
2
頃

そ
の
他

工
作

物
住

宅
１

1
2
5

森
田

家
住

宅
裏

門
及

び
南

塀
S
2
頃

そ
の
他

工
作

物
住

宅
１

1
2
6

弓
張

岳
（
ゆ
み

は
り
だ
け
）
展

望
所

長
崎

県
佐

世
保

市
S
4
0
／

H
2
2
改

修
西

海
国

立
公

園
指

定
一

〇
周

年
を
記

念
し
、
佐

世
保

湾
を
望

む
丘

に
築

い
た
展

望
所

。
薄

い
反

り
屋

根
を
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
Ｈ
Ｐ
シ
ェ
ル
構

造
で
実

現
。

自
然

景
観

に
シ
ャ
ー

プ
な
造

形
が
際

立
つ

坪
井

善
勝

（
よ
し
か
つ

）
の
小

品
。

そ
の
他

工
作

物
文

化
福

祉
２

1
2
7

紫
藤

家
（
し
ど
う
け
）
住

宅
主

屋
M
後

期
／

H
1
9
改

修
建

築
物

住
宅

２

1
2
8

紫
藤

家
住

宅
内

蔵
T

9
建

築
物

住
宅

１

1
2
9

吉
村

家
住

宅
主

屋
M
中

期
／

S
3
7
頃

改
修

建
築

物
住

宅
1

1
3
0

吉
村

家
住

宅
座

敷
蔵

M
4
1

建
築

物
住

宅
１

1
3
1

吉
村

家
住

宅
道

具
蔵

M
2

建
築

物
住

宅
１

1
3
2

吉
村

家
住

宅
西

門
及

び
南

塀
M
中

期
そ
の
他

工
作

物
住

宅
１

1
3
3

吉
村

家
住

宅
東

門
及

び
東

塀
M
中

期
そ
の
他

工
作

物
住

宅
１

1
3
4

吉
村

家
住

宅
西

塀
S
前

期
そ
の
他

工
作

物
住

宅
１

1
3
5

沈
壽

官
家

（
ち
ん
じ
ゅ
か
ん
け
）
茶

室
鶴

壽
軒

（
か
く
じ
ゅ
け
ん
）

鹿
児

島
県

日
置

市
S
4
4
／

R
4
改

修
市

街
地

西
方

に
あ
る
薩

摩
焼

窯
元

の
茶

室
。
宝

形
造

り
鉄

板
葺

き
で
南

・
東

に
軒

支
柱

を
立

て
軒

を
深

く
つ

く
る
。
裏

千
家

1
5
代

宗
室

監
修

に
よ
る
洗

練
さ

れ
た
茶

室
で
当

家
と
の
交

流
を
示

す
。

建
築

物
住

宅
２

注 建
設

年
代

：
E
は
江

戸
、
M
は
明

治
、
T
は
大

正
、
S
は
昭

和
、
H
は
平

成
、
R
は
令

和
の
略

。

種
別

：
土

木
は
土

木
構

造
物

、
工

作
物

は
そ
の
他

工
作

物
の
略

。

基
準

：
1
は
国

土
の
歴

史
的

景
観

に
寄

与
し
て
い
る
も
の
、
2
は
造

形
の
規

範
と
な
っ
て
い
る
も
の
、
3
は
再

現
す

る
こ
と
が
容

易
で
な
い
も
の
。

市
街

地
南

西
に
位

置
す

る
神

社
。
楼

門
は
境

内
入

口
に
南

面
し
て
建

つ
入

母
屋

造
り
本

瓦
葺

き
、
三

間
三

戸
の
二

重
門

。
下

層
に
朱

塗
の
獅

子
鼻

な
ど

付
し
、
地

域
景

観
の
核

を
な
す

華
や

か
な
楼

門
。
東

門
は
境

内
東

面
の
中

央
に
開

く
四

脚
門

。
内

部
は
化

粧
軒

裏
を
現

し
門

口
に
板

扉
を
開

く
。
全

体
に

質
実

な
つ

く
り
で
境

内
東

面
の
景

観
の
要

と
な
る
。
西

門
は
境

内
西

面
に
開

く
四

脚
門

。
切

妻
造

本
瓦

葺
で
両

脇
に
桟

瓦
葺

袖
塀

を
付

す
。
支

輪
板

に
は

地
紋

彫
や

梅
と
波

の
浮

彫
り
彫

刻
を
付

す
な
ど
装

飾
華

や
か
な
西

門
。

愛
媛

県
今

治
市

福
岡

県
筑

後
市

市
街

西
方

の
丘

陵
地

に
位

置
す

る
浄

土
真

宗
寺

院
の
鐘

楼
門

と
石

垣
。
鐘

楼
門

は
一

間
一

戸
二

重
門

で
入

母
屋

造
り
本

瓦
葺

き
。
境

内
入

口
を
飾

る
門

。
石

垣
は
中

央
の
石

段
を
挟

み
北
は
弓

杖
島

（
ゆ
づ

え
じ
ま
）
の
花

崗
岩

、
南

は
寺

の
周

囲
か
ら
集

め
た
様

々
な
石

を
用

い
、
い
ず

れ
も
村

中
寄

進
で
築

造
し
た
。
大

小
の
石

を
精

緻
に
積

ん
だ
長

大
な
石

垣
。

港
町

川
尻

に
位

置
し
、
醸

造
業

を
営
む

商
家

の
屋

敷
。
通

り
よ
り
控

え
て
建

つ
主

屋
の
北

東
に
座

敷
蔵

、
北

西
に
道

具
蔵

、
敷

地
南

面
に
西

門
及

び
南

塀
、
南

東
に
東

門
及

び
東

塀
を
廻

ら
し
、
敷

地
西

辺
に
西

塀
を
配

す
る
。
主

屋
は
長

大
な
二

階
建

て
切

妻
造

り
桟

瓦
葺

き
の
東

西
棟

。
欄

間
彫

刻
な
ど
繊

細
な
意

匠
を
凝

ら
し
、
近

代
川

尻
に
隆

盛
し
た
商

家
の
上

質
な
主

屋
。
座

敷
蔵

は
庭

を
挟

ん
で
渡

廊
下

で
主

屋
と
接

続
す

る
家

財
蔵

。
外

壁
は
全

面
漆

喰
塗

で
鉢

巻
を
廻

し
、
腰

に
水

切
瓦

を
付

す
。
商

家
の
屋

敷
景

観
を
形

成
す

る
土

蔵
。
道

具
蔵

は
道

具
蔵

兼
家

財
蔵

。
小

屋
は
登

梁
形

式
と
し
、
棟

筋
の
二

本
の
柱

は
左

右
に
繋

梁
を
架

け
地

棟
を
受

け
る
特

徴
的

な
つ

く
り
。
重

厚
な
外

観
で
屋

敷
構

え
を
構

成
す

る
土

蔵
。
西

門
は
通

り
か
ら
引

込
ん
で
建

つ
切

妻
造

り
平

入
り
の
門

で
、
南

塀
と
と
も
に
清

閑
な
佇

ま
い
を
つ

く
る
。
東

門
は
通

り
か
ら
引

込
ん
で
建

つ
腕

木
門

で
、
東

塀
は
板

塀
で
内

外
と
も
竪

板
張

り
と

し
、
商

家
の
瀟

洒
な
屋

敷
構

え
を
整
え
る
。
西

塀
は
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造

の
柱

間
に
、
鉱

滓
煉

瓦
積

の
壁

を
設

け
て
、
両

面
モ
ル
タ
ル
塗

仕
上

。
屋

根
は

全
体

が
山

形
に
折

れ
た
目

板
瓦

を
葺

く
特

異
な
形

式
と
す

る
。
敷

地
西

辺
の
屋

敷
構

え
を
つ

く
る
重

厚
な
塀

。

福
岡

県
大

川
市

熊
本

県
熊

本
市

市
街

地
中

心
部

に
位

置
す

る
旧

実
業

家
の
住

宅
。
主

屋
の
西

座
敷

は
付

書
院

を
櫛

形
窓

（
く
し
が
た
ま
ど
）
と
し
、
室

境
に
透

し
欄

間
（
す

か
し
ら
ん
ま
）
を

建
て
る
な
ど
上

質
な
意

匠
。
市

街
地

中
心

部
に
残

る
希

少
な
近

代
和

風
住

宅
。
内

蔵
は
家

財
蔵

で
主

屋
と
廊

下
で
接

続
す

る
。
内

部
は
各

階
一

室
で
、
小

屋
は
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス
。
窓

に
塗

込
の
袖

壁
を
付

す
重

厚
な
外

観
の
土

蔵
。

大
川

の
小

保
の
町

並
み

に
位

置
し
、
仏

壇
製

造
用

の
漆

及
び

金
箔

販
売

業
の
屋

敷
。
主

屋
は
通

り
に
北

面
す

る
２
階

建
て
入

母
屋

造
り
平

入
り
で
、
南

西
に
附

属
す

る
角

座
敷

は
軸

部
や

天
井

な
ど
を
漆

塗
り
で
丁

寧
に
仕

上
げ
る
。
繊

細
な
欄

間
彫

刻
な
ど
上

質
な
町

家
。
主

屋
北

側
に
接

続
す

る
仏

間
棟

は
軸

部
や

天
井

な
ど
を
漆

塗
り
で
丁

寧
に
仕

上
げ
た
漆

商
ら
し
い
仏

間
棟

。
表

門
及

び
北

塀
は
通

り
に
北

面
し
て
建

つ
仏

間
棟

用
の
薬

医
門

と
東

西
に
続

く
煉

瓦
塀

で
、
門

と
と
も
に
重

厚
な
外

観
の
塀

が
通

り
の
歴

史
的

景
観

を
つ

く
る
。
裏

門
及

び
南

塀
は
仏

間
棟

の
南

側
に
開

く
門

と
西

に
矩

折
れ
に
続

き
、
敷

地
南

西
を
区

画
す

る
煉

瓦
塀

。
裏

門
の
柱

は
煉

瓦
造

で
表

面
モ
ル
タ
ル
洗

出
仕

上
、
頂

部
に
半

球
状

の
装

飾
を
付

し
、
煉

瓦
塀

と
と
も
に
敷

地
南

西
の
景

観
を
つ

く
る
。
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